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もりだくさんの協力の花節 感謝でいっぱいです 

２学期は、真夏日の厳しい残暑で始まりましたが、よう

やく過ごしやすい陽気になりました（感謝）。 

各学年の校外学習も相次ぎました。また、染物体験や飯

塚翔太さんなどのゲストティーチャーも続々来校してい

ます（感謝）。５・６年生の保護者の方には説明会や学校

保健委員会で、新一年生保護者には入学準備説明会で、温

かなご参加をいただきました（感謝）。 

子どもたちは、運動会に向けた活動、アルミ缶回収や御一商店などの御 T 活動に精力

的に取り組んでいます（ご協力に大感謝）。大成功の花つくり集会もありました。 

教員は９月末に大きな授業研究が続き、たくさんの参観者もありました。もりだくさ

んです。参観者からは、明るくのびやかな子どもたち、学びに向かう姿をほめていただき

ました。発熱の欠席は途切れずにあるのですが、今のところ学級閉鎖には至らずすんで

いることにもほっとしています（体調管理に感謝）。 

来週はいよいよ運動会。そして運動会後も校外学習や〇〇教室が続きます。 

協力の花節を走り切り、授業の花節に向かえるよう、寒暖差に負けない体調管理と、や

る気スイッチにつながる温かな声掛けをよろしくお願いします。 

 

「あたりまえ」になるとうれしいな 

うれしいお知らせが届きました。夕方の塩原で、横断歩道で止ま

ってくれた車に会釈をして走っていった子がいました。また、登校

時の浜岡中前で、待っていてくれた車に気づき、急いで通り過ぎた

あとで、後ろにいる低学年の子のところに駆け戻り、手を引いて再

度通り、会釈をした中学年の子がいました。こうしたふるまいが第

一小のあたりまえになるといいな、と思います。  

登校時に先取りあいさつができる子、あいさつを返せる子、返せないけど会釈ができる

子、どれもその子らしい姿です。中に、ほんの数人ですが、大人や委員会の子、誰のあい

さつも完全にスルーの子もいます。どの子にも幸せな人生を送ってほしいのは、私たち大

人の共通の願いです。そのために、いつか心の雪解けが来ますように、と願うばかりです。 

スクラムグッドマナーの日の今朝は、当番の PTA会員さんが「おはよう」の 

明るい声を届けてくださいました。ありがたいことです。 

（スポーツはしないし見ないが、飯塚翔太選手の活躍は自慢したい校長 仁平美和子） 


